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　　Abstract一　This　paper　presencs　a　new　method　for　impreving　nonlinear　distordon　and　baii－width　of　the

power　amplifier．　The　circ“it　configuratioR　is　realized　by　connecting　negative　feedback　ciycuiT　vvhich　censists　of

畿難operat至。貧a工amPlifier　and　a　po宅en乞io搬exer£o　keep圭㌻s搬idfrequ¢ncy　ga至n　constant．　The　avai玉ability　of毅窪e

method　is　recognized　from　the　experimental　result．s　on　examples．
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　電力増幅器では，トランジスタの非直線性に起試する

非直線ひずみを生ずる。非直線ひずみの補償法としては，

従来，負帰還回路構成が罵いられてきた。負帰還回路構

成としては，受動素子のみによるものと，補助増幅器を
　　　　　　　　くi）一（3）
用いたものとがある。

　前者の受動負帰環回路構成では，ひずみを補償するこ

とによって所要利得も減衰してしまう。一方，補助増幅
器を用い朧壁跡領脚紐は，瀬の＊1」得を瀬

することなく，ひずみの補償ができるとともに，帯域幅，

位相特性等の改善も期待できる。

　本文では，能動負帰還回路構成により，低ひずみ電力増

幅器が実現できることを述べ，試作例について実験し，

この方法の有効性を確めている。

2。原 理

受動素子による帰還回路構成を図ヱに示す。

この回路の出力電圧v2は次式で与えられる。
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Fig．　1　Negative　feedback　circuit

　式（1）より，電力増幅器で生ずるひずみDpは，負帰還

回路構成として，その閉回路利得を十分大きく選ぶこと

によって改善されるが，所要利得K：pも低下することが

わかる。従って高利得，低ひずみ電力増幅器の実現が困

難である。

　図2は，補助増幅器Knを負帰還回路に用いた回路で

ある。

　補助増幅器K臓の特性は理想的なものとして，この回

路の出力電圧V2を求めると，

｝讐藷許）Vl＋τ赫（2）
となり，負帰還構成として，Kp　i3　・・一kn　に選べば，

式②は，

　　　　　　　　　　　Dp
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（3）　V2　＝：Kp　Vi　十
　　　　　　　　　1十K簸kn
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Fig．2　Proposed　circuit

となり，一一定利得Kpのまま，ひずみ成分Dpのみを低

減することができる。

　次に，周波数特性を考察してみる。ここでは簡単のた

めに電力増幅器のみを次式の一次近似で考える。

　　K，一　K・・　　　　（4）
　　　　　　　　　　
　　　　　　1＋」一
　　　　　　　　　ωC

ただしKp。は直流利得，ω。はしゃ断角周波数である◎

　式（2）と式（4）から電圧利得は次式となる。

　　G，．，M・　．．　　　　　Kp・

　　　　Vl　1－Kp。　K。β　　　ω
一e一　j

　　cac　（1＋Kn　kn　）

　　　　　　　　（5）

Vr

f’KS　．1　K

15

200

Fig．3　Experimencal　circuit
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　例として，K：n＝4．4　6（13dB），1　O，G（20dB）に

ついての測定結果を図4，図5に示す。図4はひずみ率

特性で，理論値と実測値はほぼ一致している。図5は周
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となり，Kp。β．・　一knに選べば，式（5）は，
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　Fig．4　DistortioR　ckaracteristics

1＋j
　　　ca　c（1＋Kn　kn　）

となり，しゃ断角周波数が1＋Kakn倍されることがわ

かる。

蕊　実験回路と測定結果

　実験回路を図3に示す。電力増幅器PAは簸大出力

15W（89負荷）である。

　実験は，SWで補助増幅器Bの帰還量を設定した後，

出力端子に信号成分が現われないように，VRによりβ

を調整し，式（3）の条件を設定する。
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Fig．5　Frequency　characterisxics
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波数特性で，理論通り帯域幅が改善されていることがわ

かる。利得の減衰領域での特性が理論と一致しないのは，

補助増幅器Bの周波数特性の影響と考えられる。図（6），

Uneompensated
　　（H：O．2us／div
　　　V：eh　1　2v／div
　　　　：ch　2　O．5v／div）

THD　O．6590　（f＝lkffz）

Output　power　1　watt

図（7）は，補償前後の出力波形及び，ひずみ波形がある。

また図（9），図⑩は，電力増幅器特有のクロスオーバひず

み波形が改善される様子を示したものである。以上のこ

Output
　signal
　　（ch　1）

Distortion
　signal
　　（ch　2）

Fig．6　Output　wave　form（uncompeRsated）

Compensated
　（H：O．2us／div
　　V：ch　1　2v／div
　　　：ch　2　O．5．v／div）

THD　O．0639，　（f＝lkHz）

Output　power　1　watt

Fig．　7　Ourput　wave　form　（compensated）

Fig．8　Expansion　of　output　signal　at　crossover

　　　point（uncompensated）

Fig．　9　Expansien　of　output　signal　at　crossover

　　　point（compenasted）

とから，この回路構成はすぐれた非直線ひずみの改：善効

があることがわかる。

　4．　あとがき

　ここでは，電力増幅器の非直線ひずみ，周波数特性の

能動補償について示した。測定結果からわかるように，

低ひずみ率の電力増幅器の実現には有効な方法と考える。

　なお本文では補助増幅器は理想特性と仮定したが，非

理想的な場合についての検討は今後の課題とする。
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